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１
月
14
日
、「
川
西
町
成
人
式
」
が
コ
ス

モ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
新
成
人
は
、
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
１
０
７

人
。
そ
の
う
ち
62
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
上
田
直
朗
町
長
が
「
辛
い

こ
と
や
苦
し
い
こ
と
を
乗
り
越
え
る
力
を

つ
け
、
社
会
を
構
成
す
る
一
人
と
し
て
自

分
の
行
動
に
責
任
を
も
ち
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
社
会
を
担
う
原
動
力
と
し
て
明
る
く

元
気
に
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
祝
辞

を
述
べ
、
森
本
圭
司
教
育
委
員
長
も
世
阿

弥
の
「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う

言
葉
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
こ
れ
か
ら
先
、

様
々
な
困
難
や
試
練
に
遭
遇
し
た
と
き
に

こ
そ
、『
初
心
』
に
立
ち
、
試
練
を
乗
り

越
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
力
強
い
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
新
成
人
を
代
表
し

て
宮
本
真
希
さ
ん
は
、「
20
年
間
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
、
日
々
努
力

を
重
ね
、
未
来
に
夢
と
希
望
を
も
っ
て
歩

ん
で
い
き
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
の
交
流
会
で
は
、
恩
師
や
旧
友
と

の
再
会
を
喜
び
談
笑
す
る
晴
れ
や
か
な
笑

顔
が
会
場
内
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

成
人
式

①出席者全員で記念撮影。　②新成人を代表して宮本真希さんが決意を述べました。　③、④人生の先輩からたくさんのエールを受けました。
⑤～⑨交流会は恩師や旧友との再会で盛り上がりました。

①

②

③④

⑤

⑥⑦⑧⑨
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〜
希
望
を
胸
に
二
十
歳
の
決
意
〜

　

新
成
人
の
な
か
か
ら
実
行
委
員
の
み
な

さ
ん
に
①
今
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
、
ト

ラ
イ
し
て
い
る
こ
と
②
成
人
と
し
て
こ
れ

か
ら
心
が
け
て
い
き
た
い
こ
と
③
将
来
の

夢
の
３
つ
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

①�

大
学
の
野
球
部
で
全
国
制
覇
で
き
る
よ

う
に
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
選
手
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

②�

社
会
に
出
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う

に
、
大
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
し
っ
か

り
学
ん
で
、
こ
れ
か
ら
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

③�

中
学
生
の
と
き
か
ら
の
夢
で
あ
る
航
空

関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

①�

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
自
分
の
視

野
や
世
界
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
大
学

の
勉
強
だ
け
で
な
く
部
活
動
、
ア
ル
バ

イ
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

②�

責
任
感
の
あ
る
大
人
に
な
り
た
い
で

す
。
同
時
に
何
歳
に
な
っ
て
も
夢
を
持

つ
心
、
挑
戦
す
る
心
を
忘
れ
な
い
大
人

で
い
た
い
で
す
。

③�
看
護
師
に
な
っ
て
多
く
の
人
を
救
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

①�

社
会
人
と
し
て
必
要
な
教
養
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
、
大
学
で
の
学
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

②�

人
に
頼
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
周
り
を

し
っ
か
り
見
て
、
常
に
責
任
あ
る
行
動

を
と
る
こ
と
で
す
。

③�

将
来
や
り
た
い
こ
と
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。
大
学
生
活
の
４
年
間
で
見

つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

①�

大
学
で
教
員
に
な
る
た
め
の
勉
強
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
祭
実
行

委
員
会
に
入
り
、
大
学
祭
の
運
営
を
手

伝
っ
て
い
ま
す
。

②�

決
め
ら
れ
た
マ
ナ
ー
を
守
り
、
生
徒
や

児
童
の
見
本
と
な
れ
る
よ
う
な
生
活
を

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③�

体
育
教
師
に
な
り
、
中
学
・
高
校
時
に

指
導
い
た
だ
い
た
先
生
の
よ
う
な
生
徒

に
慕
わ
れ
る
陸
上
部
の
顧
問
と
し
て
活

躍
し
た
い
で
す
。

①�

心
理
学
が
科
学
と
し
て
独
立
す
る
為
に

必
要
な
の
で
実
験
や
統
計
処
理
か
ら
知

能
発
達
、
対
人
関
係
、
社
会
性
の
獲
得

等
を
学
ん
で
い
ま
す
。

②�

広
い
視
野
で
、
大
人
と
し
て
の
心
構
え

や
一
般
常
識
を
身
に
付
け
、
責
任
あ
る

行
動
を
心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

③�

古
典
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら
最
新
の

方
法
ま
で
、
言
語
的
及
び
非
言
語
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
行
動
変

容
を
試
み
る
幅
広
い
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

目
指
し
ま
す
。

中尾　颯さん

福山久美子さん宮本　真希さん

西尾　和倫さん大津　吏沙さん

新
成
人
の
ひ
と
言

新
成
人
に
贈
る

恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
１
人
の
大
人
と
し

て
、
責
任
あ
る
言
葉
使
い
や
行
動
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
両
親
や
、
ま
わ
り
の
人
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
、
よ
く
な
い
こ
と
は
、
し
な
い
と

い
う
強
い
心
で
、
努
力
を
続
け
て
下
さ
い
。

そ
し
て
、
あ
な
た
の
よ
さ
を
、
社
会
の
た
め

に
生
か
し
て
下
さ
い
。
活
動
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

結崎小学校　元校長

香美　秀浩さん

　

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
十

歳
を
迎
え
、
頼
も
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
私
の
好
き
な
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
に「
ア

シ
タ
ヘ
カ
エ
ル
」
い
う
詩
が
あ
り
ま
す
。「
足

踏
み
せ
ず
に
言
い
訳
も
せ
ず
に
胸
に
抱
き
続

け
て
る　

は
る
か
な
ヒ
カ
リ
ま
で
一
歩
ず

つ
、
昨
日
の
ボ
ク
を
繰
り
返
す
だ
け
の
明
日

に
な
ら
ぬ
よ
う
に
…
」
今
の
想
い
を
大
切
に
、

よ
り
良
い
大
人
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
く

だ
さ
い
。

式下中学校　元校長

田中　和臣さん
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平
成
24
年
第
４
回
定
例
会

平
成
24
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正

予
算
な
ど
14
案
件
可
決

　
平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
10

日
か
ら
14
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
14

案
件
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
承
認
第
10
号

平
成
24
年
度
川
西
町
一
般
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分
に
つ
い
て

・�

衆
議
院
議
員
選
挙
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
専
決
に
よ
り
執
行
し
た
も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
承
認
）

☆
議
案
第
49
号

平
成
24
年
度
川
西
町
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

・�

唐
院
小
学
校
跡
地
売
却
に
伴
う
給
食
セ

ン
タ
ー
へ
の
電
気
・
水
道
等
の
設
備
切

り
替
え
に
要
す
る
経
費
、
美
幸
公
園
の

整
備
・
公
民
館
建
設
に
要
す
る
経
費
、

旧
美
幸
公
民
館
撤
去
に
要
す
る
経
費
、

障
害
児
通
所
給
付
な
ら
び
に
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
量

及
び
種
類
の
増
に
よ
る
負
担
金
等
の
増

額
、
川
西
小
学
校
の
債
務
負
担
行
為
に

関
し
、
平
成
25
年
度
に
実
施
す
る
経
費

を
減
額
補
正
し
た
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
50
号

平
成
24
年
度
川
西
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・�

国
民
健
康
保
険
税
軽
減
者
の
増
に
よ
る

調
整
交
付
金
及
び
退
職
被
保
険
者
の
給

付
費
等
の
増
額
補
正
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
51
号

平
成
24
年
度
川
西
町
介
護
保
険
事
業
勘
定

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・�

国
の
介
護
保
険
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
導
入
に

伴
う
町
の
認
定
審
査
シ
ス
テ
ム
の
変

更
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
実
績
の
増
に

よ
る
給
付
費
等
の
増
額
補
正
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
52
号

平
成
24
年
度
川
西
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

・�

県
水
受
水
費
の
増
な
ら
び
に
残
留
塩
素

計
変
更
改
造
工
事
等
の
修
繕
費
の
増
額

補
正
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
53
号

川
西
町
表
彰
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・�

功
労
者
表
彰
の
該
当
者
に
つ
い
て
地
方

自
治
法
に
定
め
る
行
政
委
員
を
該
当
者

と
し
て
明
記
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
54
号

川
西
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

・�

都
市
公
園
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
都

市
公
園
の
設
置
基
準
に
つ
い
て
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
55
号

川
西
町
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な

特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・�

こ
れ
ま
で
国
が
一
律
に
定
め
て
い
た
公

園
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
関
す
る
構

造
規
準
を
条
例
で
定
め
る
よ
う
に
一
部

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
56
号

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

・�

唐
院
小
学
校
跡
地
を
企
業
へ
売
却
す
る

に
あ
た
り
、
町
有
財
産
を
処
分
す
る
も

の
で
す
。（

賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
57
号

川
西
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・�
９
月
議
会
で
議
決
さ
れ
た
「
訴
え
の
提

起
前
の
和
解
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
和

解
い
た
し
ま
し
た
道
路
に
つ
い
て
寄
付

を
受
け
ま
し
た
道
路
に
つ
い
て
、
町
道

と
し
て
認
定
を
行
う
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
58
号

山
辺
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

・�

広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
計
画
策
定
及

び
実
施
に
関
す
る
事
務
の
廃
止
等
の
共

同
処
理
事
務
の
見
直
し
に
係
る
規
約
変

更
で
す
。（

賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
59
号

山
辺
広
域
行
政
事
務
組
合
の
財
産
処
分
に

つ
い
て

・�

非
常
備
消
防
に
係
る
事
務
が
町
へ
移
管

さ
れ
る
に
際
し
、
組
合
の
財
産
及
び
防

火
水
槽
の
処
分
に
つ
い
て
協
議
書
を
作

成
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
発
議
第
２
号

川
西
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

・�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正

す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
発
議
第
３
号

川
西
町
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正

す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

（
会
議
録
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
町
議

会　

会
議
録
〕
又
は
、
図
書
館
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

議

会

だ

よ

り
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町
政
一
般
表
彰

　

町
政
に
ご
功
労
い
た
だ
い
た
方
々
に
対

す
る
町
政
一
般
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、体
育
協
会
理
事
と
し
て
、

長
年
、
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
も
体
育
協
会
理
事
と
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

川
西
町
表
彰
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

　

昨
年
ま
で
は
各
種
団
体
で
15
年
以
上
活

動
い
た
だ
い
た
方
に
功
労
者
表
彰
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
よ

り
功
労
者
表
彰
の
対
象
者
は
、
行
政
委
員

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
政
委
員

と
は
、
教
育
委
員
・
選
挙
管
理
委
員
・
公

平
委
員
・
監
査
委
員
・
農
業
委
員
・
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
の
皆
様
で
す
。
そ
れ

以
外
の
委
員
の
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
表
彰
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

川
西
消
防
団
出
初
式

　

川
西
消
防
団
の
出
初
式
が
１
月
６
日
、

川
西
町
中
央
体
育
館
及
び
同
駐
車
場
で
行

わ
れ
第
一
分
団
、
第
二
分
団
の
各
団
員
と

磯
城
婦
人
防
災
ク
ラ
ブ
川
西
支
部
の
皆
さ

ん
が
、
規
律
正
し
い
そ
の
勇
姿
を
披
露
さ

れ
ま
し
た
。　
　
　

　

当
日
の
式
典
と
１
月
12
日
に
行
わ
れ
た

山
辺
広
域
連
合
出
初
式
で
は
、
功
労
の
あ

っ
た
消
防
団
員
の
方
々
に
表
彰
状
・
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

知
事
表
彰　
　
　
　

吉
岡　

信
幸

協
会
長
表
彰　
　
　

矢
野　

章
二

支
部
長
表
彰　
　
　

南
本　

陽
一

　
　
　
　
　
　
　
　

辻
内　

徳
昭

管
理
者
表
彰　
　
　

谷
口　

喜
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
村　

佳
尚

永
年
勤
続
表
彰　
　

福
西　

保
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

磯
部　

好
伸

町
長
感
謝
状　
　
　

吉
岡　

克
浩

　
　
　
　
　
　
　
　

⻆
谷　

正
幸

団
長
表
彰　
　
　
　

南
本　

陽
一

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
村　

佳
尚

警
察
署
長
感
謝
状　

松
本　

貴
至

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

真
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（写真中央）表彰者の伊藤　彰夫さん

　①川西消防団放水演習　②団長表彰を受ける竹村団員　③磯城婦人防災クラブ放水演習
　④山辺広域連合出初式

①

②

③

④
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〜
災
害
を
知
る
・
地
域
を
知
る
・
人
を
知
る
〜

自
分
た
ち
の
地
域
を

　
　
自
分
た
ち
で
守
る
た
め
に

　

11
月
25
日
（
日
）、
川
西
町
中
央
公
民

館
け
や
き
ホ
ー
ル
で
、
災
害
図
上
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
災
害
図
上
訓
練
」は
、

住
ん
で
い
る
地
域
の
災
害
へ
の
強
さ
、
弱

さ
を
把
握
し
、
実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た

と
き
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か

と
い
う
こ
と
を
、顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
、

地
図
を
囲
ん
で
議
論
す
る
こ
と
で
、
防
災

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

町
内
の
自
主
防
災
会
、
自
治
会
、
田
原

本
警
察
署
、
磯
城
消
防
署
な
ど
総
勢
70
名

が
参
加
し
、
そ
の
代
表
と
し
て
5
つ
の
自

主
防
災
会
（
井
戸
、
南
吐
田
、
下
出
屋
敷
、

結
崎
団
地
、
保
田
）
に
図
上
訓
練
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

河川や道路・危険箇所を地図上に書き込み、地域の特徴を再認
識し、災害が起きたらどうするかなどを議論しました。

　

＂共
助＂
の
重
要
性

　

｢

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
こ
そ
、＂公＂

が
守
っ
て
く
れ
る
べ
き
」
と
多
く
の
人
が

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
阪
神
大
震
災

を
含
め
過
去
の
震
災
で
助
か
っ
た
人
の
割

合
は
「
自
助
７
割
、
共
助
２
割
、
公
助
１

割
」
で
す
。
自
衛
隊
、
消
防
、
役
場
な
ど

「
公
」の
力
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
発

災
後
早
い
段
階
で
の
救
助
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
住
民
自

身
が
協
力
し
て
自
分
た
ち
の
身
を
守
る

「
共
助
」
が
地
域
防
災
の
要
と
い
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
で
日
頃
か
ら
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
主
防
災
組
織

の
役
割
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
川
西
町
に

お
い
て
も
た
く
さ
ん
の
自
主
防
災
組
織
が

発
足
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
図
上
訓
練
で
は
、
大
災
害

時
を
想
定
し
て
自
分
の
住
む
地
域
で

の
通
行
可
能
な
道
路
、
避
難
で
き
る

安
全
な
場
所
、
危
険
箇
所
な
ど
を
地

図
に
書
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
状
況

認
識
が
で
き
ま
し
た
。
被
災
時
に
周

辺
の
状
況
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
対

応
が
遅
れ
ま
す
が
、
防
災
訓
練
を
重

ね
る
こ
と
で
的
確
な
対
応
が
可
能
に

な
り
減
災
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し

た
。
次
回
も
参
加
し
た
い
で
す
。

結
崎
団
地
自
主
防
災
会　

防
災
士

伊
藤
彰
夫
さ
ん
の
お
話

　

普
段
か
ら
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合

ど
う
す
る
か
を
考
え
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
ず
、
家
庭
内
で
離
れ

て
し
ま
っ
た
場
合
の
連
絡
方
法
・
集

合
場
所
な
ど
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
非
常
持
出
品
等
の
準
備
も

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
次
に
災
害
時

は
「
共
助
」
が
地
域
防
災
の
要
と
な

り
ま
す
。
日
頃
か
ら
地
域
で
防
災
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
主
防
災
組

織
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

防
災
図
上
訓
練
指
導
員

永
井
和
也
さ
ん
の
お
話

川西町自主防災組織 19団体（H24.12現在）
中村 美幸
市場 下永東城
辻 下永西城
井戸 下永東方
上出屋敷・東荘苑 北吐田
下出屋敷 南吐田
結盛会・二の塚 梅戸
美ノ城 唐院
結崎団地 保田
結崎南団地
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消
費
生
活
相
談

◇
相
談
事
例

　

５
日
前
、
実
家
の
父
が
、
突
然
訪
問
し

て
き
た
業
者
に
「
瓦
の
変
色
や
ず
れ
が
あ

る
の
で
、
放
っ
て
お
く
と
雨
漏
り
す
る
。」

と
言
わ
れ
、不
安
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を「
近

所
で
工
事
を
し
て
い
る
の
で
、
今
な
ら
お

安
く
で
き
ま
す
。」
と
執
拗
に
勧
誘
さ
れ

て
、
そ
の
場
で
屋
根
瓦
葺
き
替
え
工
事
の

契
約
を
し
た
。
業
者
の
信
用
性
に
不
安
が

あ
る
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
。

＊
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は

　

い
っ
た
ん
契
約
し
た
場
合
で
も
、
一
定

期
間
で
あ
れ
ば
消
費
者
が
無
条
件
で
契
約

の
解
除
が
で
き
る
制
度
で
す
。（
※
自
分

か
ら
店
に
出
向
い
た
り
、
広
告
を
見
て
自

分
か
ら
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し

込
む
取
引
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま

せ
ん
。
通
信
販
売
の
場
合
、ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
注
文
す
る
前

に
返
品
対
応
に
つ
い
て
の
規
定
を
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。）
受
け
取
っ
た
商
品
の

返
還
も
事
業
者
の
負
担
で
行
わ
れ
ま
す
。

★�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
認
め
ら
れ
て
い

る
主
な
取
引
内
容
と
期
間

８�

日
間　

・
訪
問
販
売
・
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー

ル
ス
・
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
・

電
話
勧
誘
販
売
・
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・

語
学
教
室
・
家
庭
教
師
・
学
習
塾
・
パ

ソ
コ
ン
教
室
・
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ

ス
20�

日
間　

・
内
職
・
モ
ニ
タ
ー
商
法
・
マ

ル
チ
商
法

★
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
必
ず
書
面
で

　

相
談
者
は
、
業
者
に
電
話
で
「
工
事
の

契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
」
と
伝

え
た
よ
う
で
す
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

手
続
き
は
書
面
で
通
知
し
ま
す
。
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
は
発
信
主
義
で
す
。
送
付
時

点
で
解
約
成
立
と
な
る
た
め
、
必
ず
ハ
ガ

キ
等
で
送
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
ハ
ガ
キ
で
通
知
す
る
場
合
〉　

　

販
売
会
社
宛
て
左
記
の
よ
う
に
郵
送

＊�

お
金
を
支
払
っ
て
い
な
い
、
商
品
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
契
約
解
除

通
知
書
の
該
当
部
分
を
線
で
消
す
こ

と
。

●�

ハ
ガ
キ
は
必
ず
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
内
に
発
送
し
た
記
録
が
残
る
よ
う

に
、
郵
便
窓
口
か
ら
簡
易
書
留
で
出
し

ま
し
ょ
う
。

●�

後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
、
ハ

ガ
キ
の
両
面
コ
ピ
ー
を
と
り
、
契
約
書

と
郵
便
局
の
受
領
書
を
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●�

代
金
の
支
払
い
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に

し
た
場
合
は
同
様
の
文
面
で
、
信
販
会

社
宛
に
も
通
知
が
必
要
で
す
。

★�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
い

て
も

・�

契
約
書
面
の
記
載
事
項
に
不
備
が
あ
っ

た
・�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
妨
害
行
為
が
あ

っ
た

　

な
ど
の
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
ま
す
。
あ
き
ら
め
ず
に
、
困
っ
た

と
き
は
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
予
約
優
先
）

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日　

毎
週
火
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

相
談
方
法　

電
話
も
し
く
は
来
所

相
談
場
所　

川
西
町
役
場
２
階

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
？

農
業
者
年
金
で
農
業
者
の

老
後
を
サ
ポ
ー
ト
!!

老
後
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

　

65
歳
か
ら
の
平
均
余
命
は
、男
性
18
年
、

女
性
23
年
で
す
。
夫
婦
２
人
の
場
合
、
老

後
の
家
計
費
は
年
間
２
７
２
万
円
か
か
る

と
い
わ
れ
、
国
民
年
金
１
５
８
万
円
だ
け

で
は
、年
間
１
１
４
万
円
が
不
足
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

・�

少
子
・
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方
式
の

年
金
！ 

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
！ 

・�

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
！ 

・�

手
厚
い
政
策
支
援
！
保
険
料
に
国
庫
補

助
も

問
い
合
わ
せ

　

川
西
町
農
業
委
員
会

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
７
９

　

奈
良
県
農
業
協
同
組
合
川
西
支
店

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
７
１
１
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東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
２
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
警
察
庁
の
ま

と
め
に
よ
る
と
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
は

１
万
5
，
８
７
８
人
、
行
方
不
明
の
方
は

2
，
７
１
３
人
（
平
成
24
年
12
月
時
点
）

に
の
ぼ
り
ま
す
。
多
く
の
か
け
が
え
の
な

い
い
の
ち
が
奪
わ
れ
た
こ
と
に
、
そ
し
て

残
さ
れ
た
方
々
の
悲
嘆
を
思
う
と
胸
が
詰

ま
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
７
日
夕
方
、
三
陸
沖

を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
際
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
あ
る
避

難
放
送
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
緊
迫
し
た
声
で
「
東
日
本
大
震
災
を
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
繰
り
返
し
呼
び

か
け
る
の
を
そ
の
後
の
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
覧

に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
こ
の

避
難
放
送
を
聞
い
た
と
き
、
そ
れ
ま
で
何

度
も
テ
レ
ビ
で
見
た
、
津
波
が
濁
流
と
な

っ
て
家
々
を
飲
み
込
む
光
景
が
頭
を
よ
ぎ

り
、
寒
さ
と
暗
が
り
の
中
、
避
難
を
急
い

だ
で
あ
ろ
う
人
々
を
思
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
、
そ
の
放
送
を
被
災
者
の
方
々
が
ど

ん
な
思
い
で
聞
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に

は
思
い
が
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

数
日
後
、新
聞
の
あ
る
記
事
を
読
ん
で
、

ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
記
事
は
、
宮
城
県
石

巻
市
を
拠
点
に
被
災
地
の
取
材
を
続
け
る

記
者
が
書
い
た
も
の
で
、
そ
の
放
送
を
被

災
者
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

た
の
か
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
被
災
地

の
多
く
の
人
た
ち
は
、「
思
い
出
し
て
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
揺

れ
と
同
時
に
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
仮

設
住
宅
に
住
む
あ
る
女
性
は
、
揺
れ
て
も

冷
静
だ
っ
た
の
が
テ
レ
ビ
で
「
思
い
出
し

て
」
と
聞
い
た
途
端
に
動
悸
が
始
ま
り
、

妻
が
行
方
不
明
の
ま
ま
だ
と
い
う
別
の
男

性
は
、
忘
れ
た
く
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
あ

の
日
を
、
も
う
忘
れ
て
い
る
人
が
い
る
の

か
、
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
今
な

お
母
親
の
行
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
中

学
3
年
の
女
の
子
は
、
思
い
出
し
た
く
な

い
と
感
じ
た
と
い
い
ま
す
。

　

記
事
に
は
、
逃
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
も
ら
う
た
め
に
呼
び
か
け
の
言
葉
を

工
夫
す
る
こ
と
は
大
切
だ
が
、
被
災
者
の

心
の
内
に
も
っ
と
寄
り
添
い
、
言
葉
を
吟

味
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、と
あ
り
ま
し
た
。

　　

少
し
前
に
見
た
、
あ
る
創
作
劇
に
と
て

も
心
に
残
る
台
詞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

劇
は
、
神
戸
市
長
田
区
の
一
軒
の
居
酒

屋
を
舞
台
に
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
と
福

島
県
か
ら
避
難
し
て
き
た
一
組
の
親
子
と

の
ふ
れ
あ
い
を
描
い
た
も
の
で
し
た
。
周

囲
に
な
か
な
か
な
じ
め
な
い
で
い
る
小
学

生
の
兄
弟
に
「
病
気
が
う
つ
る
、
福
島
へ

帰
れ
」
と
心
な
い
言
葉
を
投
げ
つ
け
る
子

ど
も
た
ち
や
、「
放
射
能
の
除
染
も
進
ん

で
い
る
と
い
う
し
、
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ

へ
帰
っ
て
は
ど
う
か
」
と
無
責
任
に
言
い

放
つ
人
が
い
る
中
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
夫
を
亡
く
し
た
70
歳
の
女
性
が
言
い
ま

す
。

　
「
１
９
９
５
年
1
月
17
日
、
ほ
と
ん
ど

の
家
が
崩
れ
、
命
か
ら
が
ら
避
難
し
た
あ

の
日
。
電
車
や
道
路
も
崩
れ
て
、
全
く
孤

立
し
た
中
で
寒
さ
と
余
震
に
震
え
な
が
ら

過
ご
し
た
あ
の
夜･･･

。
そ
ん
な
中
で
も

翌
日
に
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
私
た
ち
を

助
け
に
来
て
く
れ
た
。
あ
の
と
き
ほ
ど
人

の
温
か
み
を
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
て
も
ろ
た
こ
と
を
忘
れ
た
ら
人
や
な

い
。人
の
痛
み
を
知
ろ
う
と
せ
ん
人
間
は
、

値
打
ち
が
な
い
」。

　
「
人
の
痛
み
に
寄
り
添
う
」
こ
と
は
た

や
す
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
経

験
・
体
験
し
た
人
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
悲
し
み
、
辛
さ
、
苦
し
み
、
悔
し
さ
が

あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
一
人
ひ
と
り
異
な
る

も
の
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
で
も
だ
か
ら

こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
の
体
験
を
し
っ
か
り

と
聞
き
、
あ
る
い
は
じ
っ
く
り
と
読
み
、

そ
こ
に
あ
る
思
い
を
汲
み
、
痛
み
を
察
す

る
想
像
力
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　

人
権
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

人
権
コ
ラ
ム　
第
33
回

 
〜「
寄
り
添
う
」

　
　
　

と
い
う
こ
と
〜

① ② ③ ④
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い
き
い
き
広
輪
は
、
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

右
脳
を
活
性
さ
せ
る
内
容
な
ど
を
通
じ
て
、

い
ろ
ん
な
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
喜
び

や
楽
し
み
を
見
い
出
し
、
互
い
に
支
え
あ

い
な
が
ら
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

い
き
い
き
広
輪
で
は
、
毎
月
い
ろ
ん
な
催

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
誘
い
あ

わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
と
出
会
え
る

こ
と
を
こ
こ
ろ
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

■ 

小
倉
さ
ん
の
味
噌
造
り

　

〜
自
家
製
味
噌
造
り
を

　
　
　
　
　
　
　

体
験
し
よ
う
！
〜

　
自
分
で
『
生
き
た
味
噌
』
を
造
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
自
家
製
で
味
噌
を
造
る
と
、

防
腐
剤
な
ど
の
添
加
物
の
心
配
も
な
く
、

子
ど
も
さ
ん
に
も
安
心
し
て
毎
日
お
い
し

く
食
べ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
に
難
し

い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
み
な
さ
ん

も
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
味
噌
の
な

か
に
は
、
１
６
０
種
類
以
上
の
微
生
物
が

生
き
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

小
倉
さ
ん
の
味
噌
の
材
料
は
、
国
産
の
も

の
を
使
用
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
造
っ
て

も
ら
え
ま
す
。
今
回
体
験
し
て
い
た
だ
く

味
噌
は
、
醗
酵
の
関
係
で
お
渡
し
は
、
10

月
頃
と
な
り
ま
す
。
初
め
て
の
方
に
も
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
日　
時　

�

２
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
場　
所　
西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

・
ゲ
ス
ト　
小
倉
鈴
香
さ
ん

・
参
加
費　
４
５
０
円
（
材
料
代
）

・
定　
員　
15
名
（
先
着
順
）

・
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具

　

�

味
噌
用
タ
ッ
パ
（
１
kg
入
れ
ら
れ
る
容

器
）・
・
10
月
の
お
渡
し
時
に
必
要
。

・�

申
し
込
み
期
間　

２
月
６
日
（
水
）
〜

14
日
（
木
）
土
・
日
・
祝
日
の
ぞ
く

看
護
部
長　
竹
林　
万
利
子

　

看
護
師
の
一
年
は
、業
務
プ
ラ
ス
研
修
・

学
会
看
護
協
会
の
行
事
参
加
・
部
署
の
勉

強
会
と
自
己
啓
発
に
費
や
す
時
間
が
多
く

を
占
め
ま
す
。
家
族
を
支
え
、
職
場
で
は

患
者
さ
ん
を
支
え
常
に
疲
労
が
持
病
の
よ

う
な
毎
日
と
戦
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
平
均
年
齢
は
39
才
〜
40
才
で
、

ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
が
多
い
病
院
で
す
。
地

域
性
や
立
地
条
件
な
ど
を
考
え
て
も
、
新

卒
者
が
多
く
入
職
す
る
こ
と
は
困
難
な
問

題
で
し
た
が
修
学
資
金
制
度
が
策
定
と
な

り
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
は
毎
年
数
名

の
新
卒
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
卒
者
の
多
く
は
4
町
在
住
の

方
々
で
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
病

院
で
働
き
た
い
」
と
の
言
葉
を
聞
く
こ
と

は
、
病
院
が
こ
の
地
に
あ
る
こ
と
の
意
義

と
共
に
、
働
い
て
い
る
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
昇
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
作
り
を
目
標
に
掲
げ

「
新
卒
者
を
辞
め
さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉

に
看
護
部
主
任
会
が
中
心
に
な
り
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
み
、
新
卒
者
を
支
え
、
３
年
間

で
新
卒
者
離
職
率
は
０
％
と
成
果
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
看
護
師
の
体
制
作
り
は
他
の

病
院
よ
り
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
課
題

は
学
童
期
を
持
つ
（
特
に
小
学
１
年
時
の

退
職
者
が
多
く
）
看
護
師
が
働
け
る
職
場

作
り
だ
と
思
い
ま
す
。
看
護
師
は
生
涯
現

役
で
す
。
４
町
に
お
住
ま
い
で
看
護
師
免

許
を
お
持
ち
の
方
に
は
是
非
国
保
中
央
病

院
に
就
職
し
て
い
た
だ
き
、
国
保
中
央
病

院
が
広
く
地
域
住
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る

病
院
と
し
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
に
は
年
々
住
民
の
皆
様
の
参
加
が
増

加
し
、
ま
た
住
民
公
開
講
座
も
最
新
情
報

を
交
え
て
開
催
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
糖
尿
病
教
室
開
催
（
１
回

／
２
ヶ
月
）、
病
院
広
報
誌
「
さ
わ
や
か
」

の
住
民
各
戸
に
配
布
等
「
住
民
と
共
に
考

え　

住
民
と
共
に
作
り　

住
民
と
共
に
歩

む
」
を
柱
に
、
一
歩
一
歩
前
に
前
に
進
ん

で
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
声
が
大
き
な

力
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
保
中
央
病
院

　

☎
０
７
４
４（
32
）８
８
０
０

国
保
中
央
病
院
だ
よ
り

看
護
部
の
２
０
１
３
年

西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

２
月
い
き
い
き
広
輪

問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み

　
西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
０
８
０

小倉さんの味噌は
おいしいですョ！！
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　なお、土地・建物及び株式などの譲渡所得や相続税・贈与税についての相談は行っておりません。（桜
井市商工会館を利用してください。）前記会場では、パソコンを利用し申告書の作成のアドバイスを行
います。前記相談にこられる方は、下記の書類等をご持参ください。
・収入金額等が分かる書類（公的年金等・給与所得の源泉徴収票等）
・前年分の確定申告書の控えがあればご持参ください。
・社会保険料の支払金額がわかる書類（国民年金及び同基金については控除証明書）
・生命（地震）保険料など所得控除の計算に必要な証明書等
・印鑑及び還付される税金が発生する場合には、振込先口座のわかるもの。

前記記事についての問い合わせ　桜井税務署　☎0744-42-3501

所得税の確定申告 役場相談日（土・日は除きます）

　土地・建物などの譲渡所得、先物取引、相続税、贈与税についての相談は行っておりません。
　役場では簡易な申告相談のみとなりますので、営業・農業・株式・配当等の所得のある方は、でき
る限り桜井市商工会館会場での申告相談をお願いいたします。また、控えに受付印のいる方は税務署
等への提出をお願いいたします。
【確定申告に必要な書類等】
・収入金額等が分かる書類（公的年金等・給与所得の源泉徴収票等）
※営業・農業等の方は事前に収支内訳書などの作成をお願いいたします。
・前年分の確定申告書の控えがあればご持参ください。
・社会保険料の支払金額がわかる書類（国民年金及び同基金については控除証明書）
・生命（地震）保険料など所得控除の計算に必要な証明書等
※医療費控除の申告をされる方は、事前に明細書の作成をお願いいたします。
・印鑑及び還付される税金が発生する場合には、振込先口座のわかるもの。

固定資産税の納付はお早めに！
　第４期分の納期限は２月28日（木）です。
　納期限内に納付がない場合は延滞金がかかりますので、ご注意ください。

税金の納付は便利で確実な口座振替で！（振替納税）
　町県民税・固定資産税・軽自動車税などの町税の納税方法として、口座振替制度があります。この
制度を利用すれば、お持ちの預貯金口座から自動的に納税することができるので、納め忘れの心配が
なく、納めに行く手間が省けてとても便利です。
　口座振替を希望される方は、次の取扱い金融機関の窓口に口座振替依頼書を提出してください。
※口座振替依頼書は役場税務課又は町内の取扱金融機関にあります。手続もとても簡単です。ぜひ、
ご利用ください。（納税通知書・預貯金通帳・届出印をご持参ください。）
　ご利用いただける取扱金融機関は、
　南都銀行　奈良中央信用金庫　 奈良県農業協同組合　ゆうちょ銀行（郵便局）です。
　上記記事に関する問い合わせ　役場税務課　 ☎0745-44-2642

月　日 場　所 時　間

２月18日（月）〜３月15日（金） 川西町役場１階１０１会議室 9：00〜11：00及び13：30〜16：00

　＊２月27日（水）･ ３月６日（水）･ ３月13日（水）の相談は行っておりません。

役場税務課からのお知らせ
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申告と納税は期限内に！
　平成24年分 所得税と贈与税　　　　　　　　　　　３月15日（金）まで
　平成24年分 個人事業者の消費税及び地方消費税　　４月１日（月）まで
申告書の作成は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で！！
　国税庁ホームページ　www.nta.go.jp
　　※　�画面の案内に従って金額を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税・消費税の申告書

や青色申告決算書などを作成できます。
　　※　�作成した申告書は、印刷して書面で提出するほか、e-Tax（電子申告）を利用して提出（送信）

することもできます。
申告書の提出は「e-Tax」で！！　　「e-Tax」を利用して申告すると・・・
　・最高3,000円の税額控除　・添付書類の提出省略　・還付金がスピーディー
　　e-Tax ホームページ　www.e-tax.nta.go.jp
　　※　�e-Tax のご利用に際しては、電子証明書の取得（有料）や I C カードリーダライタの購入など

の事前準備が必要です。
申告所得税と消費税及び地方消費税（個人事業者）の納税には、便利・安心・確実な振替納税をご利
用ください！

平成24年分の所得税・消費税・贈与税の確定申告相談は、次の会場で行います。
・場所　桜井市商工会館　3階
　　　　（JR・近鉄「桜井駅」から徒歩で約３分）
・期間　２月18日（月）〜３月15日（金）
　　　　※土、日は除きます。
・時間　９時〜17時
　　　　※会場の都合により、16時までにお越しください。
（注）上記開設期間中、「桜井税務署」では申告書等の受付
　　のみで申告相談は行っておりません。

所得税の確定申告 年金事前相談日・会場

　収入が公的年金のみの方の相談日です。税の還付が発生する場合、早い時期に申告されますと還付
金の振込時期も早くなりますので、ぜひお越しください。

所得税の確定申告 地区（川西町・田原本町・三宅町）相談日・会場

　当日は、税理士も申告相談に応じておりますので、税理士に相談されたい方はぜひお越しください。

税務署から確定申告のお知らせ

月　日 場　所 時　間

２月６日（水）〜２月８日（金） 田原本町　町民ホール
（田原本町役場西隣） 9：30〜12：00及び13：00〜15：30月　日	 場　所	 時　間

２月25日（月）〜２月28日（木）
　	 田原本町　町民ホール
	 （田原本町役場西隣）	 9：30〜12：00及び13：00〜15：30

月　日 場　所 時　間

２月25日（月）〜２月28日（木） 田原本町　町民ホール
（田原本町役場西隣） 9：30〜12：00及び13：00〜15：30

桜井市役所
ヤマトー
桜井ショッピングセンター

サンディ

納税協会

Ｎ

桜井駅

桜井市役所

桜井市商工会館

桜井税務署

ヤマトー
桜井ショッピングセンター

至上本町

至高田 至名古屋

ロ
ー
ソ
ン

至
奈
良

165
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項　　目 対　　象 日　　時 実　施　内　容

健 康 相 談
※ 時 間 予 約 制

生活習慣病について
心配な方、健診結果
について聞きたい方

２月18日（月）
実施時間
9：00〜11：30

健診結果の説明や日常生活に関するこ
となど個別の相談に応じます。
＊健診や血液検査の結果などを持参し
てください。

精 神 保 健 相 談
※ 時 間 予 約 制

心の悩みなどがある
方や家族の方

随時（お問い合
わせください）

心の悩みなどについて、精神保健福祉
士や保健師等が相談に応じます。

お　と　な

問い合わせ・申し込み　保健センター　TEL：0745−43−1900　FAX：0745−43−2812

離乳食ってこんなに簡単！離乳食をわかりやすく紹介します。
日時及び対象：２月28日（木）
　　　　　　　①生後６ヵ月頃までの児対象　受付13：15〜13：25
　　　　　　　②生後７ヵ月以上の児対象　　受付14：30〜14：40
内　　　　容：①は離乳食開始〜２回食までの話
　　　　　　　②は離乳食２回食〜完了にかけての話
　　　　　　　　デモンストレーションと試食を行います。
　　　　　　　　※①と②両方の受講も可能です。
申 し 込 み：実施日の２日前までに保健センターへお申し込みください。
持ってくるもの：普段使っている赤ちゃん用のスプーン、母子健康手帳

離 乳 食 教 室 の ご 案 内

〜忘れず、できるだけ早めに接種しましょう！〜
【対 象 者】	 ○第１期　　１歳〜２歳未満の児
	 ○第２期　　平成18年４月２日〜平成19年４月１日生まれの方（年長児）
	 ○第３期　　平成11年４月２日〜平成12年４月１日生まれの方（中学１年生相当）
	 ○第４期　　平成６年４月２日〜平成７年４月１日生まれの方（高校３年生相当）
	 ※�対象の方には、すでに予診票を送付しています。転入等でお持ちでない方は保健セン

ターまでお問い合わせください。
【接種期間】	 ○第１期　　２歳のお誕生日まで
	 ○第２期、第３期、第４期　　平成25年３月31日まで
　　　　　　　　　※期限が過ぎると公費での接種はできません。（全額自己負担になります）
　　　　　　　　　　お子さんの体調がよければ、早めに接種しましょう。
【費　　用】　無　料
※保健センターで行う第３期の集団予防接種はすでに終了しています。
　未接種の方は保健センターへお問い合わせください。

麻しん風しん予防接種（１期・２期・３期・４期）は受けましたか？
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保健センターGUIDE
保健センターで実施します

項　　目 対　　象 日　　時 実　施　内　容

４・ ５ ヵ 月 児
健 康 診 査

生後4・5ヵ月児
平成24年８月11日
〜10月10日生まれ）
※�対象者には個別通
知します。

２月１日（金）
受付時間
13：00〜13：20

問診、身体計測、内科診察、生活・
栄養相談、絵本の読み聞かせにつ
いて

10　ヵ 月 児
健 康 相 談

生後9ヵ月〜11ヵ月
児（平成24年２月16
日〜５月15日生ま
れ）
※�対象者には個別通
知します。

２月７日（木）
受付時間
9：00〜9：15

離乳食のお話、歯みがきのお話
身体計測、発達・生活・栄養・歯
科相談

１ 歳 ６ ヵ 月 児
健 康 診 査

1歳６ヵ月〜1歳8ヵ
月児（平成23年５月
16日〜８月15日生ま
れ）
※�対象者には個別通
知します。	

２月８日（金）
受付時間
13：30〜14：30

問診、身体計測、内科診察
歯科検診、生活・栄養・歯科・発
達相談

栄 養 健 康 相 談
生後すぐ〜就学前の児
育児のことで相談し
たい方

３月１日（金）
受付時間
9：00〜10：00

身体計測、発達・生活・栄養相談

３ 歳 ６ ヵ 月 児
健 康 診 査

3歳6ヵ月〜3歳8ヵ月
児（平成21年６月16
日〜９月15日生ま
れ）
※�対象者には個別通
知します。	

３月８日（金）
受付時間
13：30〜14：30

問診、身体計測、尿検査、内科診察、
視覚・聴覚検査、歯科検診
生活・栄養・歯科・心理発達相談

三 種 混 合
予 防 接 種

生後３ヵ月〜７歳６
ヵ月未満の児

２月５日（火）
受付時間
13：30〜13：45

《初回接種》
20日〜56日間隔で３回接種して
ください。
《追加接種》
初回接種終了後12〜18ヶ月の間
に１回接種してください。
＊持ち物：予診票、体温計

Ｂ Ｃ Ｇ
予 防 接 種

生後３ヵ月〜6ヵ月児
未満の児（平成24年
９月７日〜平成24年
12月４日生まれ）

３月５日（火）
受付時間
13：30〜13：45

BCG は結核を予防するワクチン
です。接種当日に満6ヵ月を超え
る児は任意接種となりますので早
めに受けましょう。
＊持ち物：予診票、体温計

※転入などで予防接種の予診票をお持ちでない方は、保健センターまで連絡してください。

こ　ど　も ＊母子健康手帳を持参して下さい。
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こ
ん
に
ち
は
『
ひ
だ
ま
り
』
で
す

２月の行事予定
火 水 (午後休館) 木 金 土

１ ２
５  ６ ７ １歳児コース ８ 移動広場 ９ ０歳児コース
12 13 14 15 第９回子育て講座 16
19 20 21 ２歳児コース 22 お楽しみデー 23
26 27 28

パパと遊ぼう！

〜第９回子育て講座〜
日　時　２月15日（金）
　　　　10時〜11時30分
場　所　子育て支援センター
講　師　クレメンツ・カオリさん（自然療法士）
　　　　菊地　光さん（助産師、アロマセラピスト）
内　容　｢簡単アロマで癒やされよう！｣
申し込み　２／５（火）〜２／12（火）
　　　　　※材料の都合により先着20名。
　　　　　但し、支援センター登録者の方に限ります。

★移動広場★
日　時　２月８日（金）
　　　　10時〜11時30分
場　所　 川西文化会館
　　　　（しきの間）
内　容　「新聞紙で遊ぼう！」

新聞紙で何ができるかお楽しみ！

〜
み
ん
な
で
・
・
だ
か
ら
子
育
て
が
楽
し
い
！
気
軽
に
来
ま
せ
ん
か
〜

①�

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
よ
り
よ
い
関

係
が
築
か
れ
る
。
お
母
さ
ん
の
お
父

さ
ん
へ
の
愛
情
も
深
く
な
る
。

②�

子
ど
も
は
お
母
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

お
父
さ
ん
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
る
ん

だ
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
、
自
己
評

価
が
高
く
な
る
。

③�

お
父
さ
ん
が
ほ
め
て
く
れ
る
と
、
子

ど
も
が
友
だ
ち
づ
く
り
や
、
学
校
、
社

会
に
出
て
行
く
と
き
の
勇
気
に
な
る
。

④�

お
父
さ
ん
が
体
を
使
っ
て
遊
ん
で
く

れ
る
と
、
体
も
丈
夫
に
な
る
。

⑤�

お
父
さ
ん
に
ち
ゃ
ん
と
叱
っ
て
も
ら

う
と
、
子
ど
も
は
ル
ー
ル
を
守
れ
る

よ
う
に
な
る
。

⑥�

お
父
さ
ん
が
ジ
ョ
ー
ク
を
言
う
と
、

家
の
中
に
ゆ
と
り
が
で
き
る
。

お
父
さ
ん
が
子
育
て
に
関
わ
る
こ
と
は
、

決
し
て
時
間
と
労
力
を
犠
牲
に
す
る
こ

と
で
な
く
、
父
親
の
人
間
性
を
豊
か
に

し
、
幸
せ
を
与
え
て
く
れ
る
物
な
の
で

す
。「

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
」
書
よ
り

子育て支援センター　☎0745−43−2575　　相談☎0745−43−2774（育児・しつけ・発達等）

子
育
て
ひ
と
く
ち
メ
モ

※日曜日、月曜日、祝祭日はお休みです。

　
子
ど
も
に
あ
そ
び
仲
間
が
ほ
し
い
。
マ
マ
友
が
ほ
し
い
、
パ
パ
友
が
あ
っ
た
ら
・
・
。

子
育
て
ヒ
ン
ト
が
ほ
し
い
。
情
報
交
換
が
で
き
た
ら
！　
ス
ト
レ
ス
解
消
の
場
所
が
あ
っ
た
ら
・・
。

そ
ん
な
思
い
に
応
え
て
く
れ
る
場
、
ほ
っ
と
息
抜
き
で
き
る
場
そ
れ
が
「
ひ
だ
ま
り
」
で
す
。

川西町子育て支援センター

パパ、何を作って
くれるのかな？

３
月
１
日（
金
）
き
ず
な
サ
ロ
ン

３
月
７
日（
木
）
０
歳
児
コ
ー
ス

３
月
８
日（
金
）
第
10
回
子
育
て
講
座

　
　
　
「
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
」

３
月
前
半
行
事
の
ご
案
内

「
パ
パ
の
子
育
て
参
加
は
…
！
」

〈ダンボールでおもちゃを作りました〉

もうすぐできるよ！
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日 月 火 水 木 金 土

      １ 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28 
■は休館日　○はおはなし会　

図書館
川西文化会館内
☎0745-44-2212
開館時間　9:30〜17:00

＊新しく入った本から＊

図書館カレンダー
２月

＊�

図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
き
は
、

「
本
を
返
す
ポ
ス
ト
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
視
聴
覚
資
料
は
除
く
）

のおしらせ

◎小さい人（４歳〜１年生）	 9日（土）
◎大きい人（２年生から）	 23日（土）

どちらも10時30分〜11時まで
図書館2階　おはなしのへやで

２月のおはなし会

生き物の超能力　おどろきの超機能 , 不可思議な生体 ニュートンプレス
江戸時代265年ニュース事典 蒲生眞紗雄 柏 書 房
親がラクになる叱らないで OK! な子育て 月刊クーヨン編集部 クレヨンハウス
会話は「聞く」からはじめなさい 上阪　　徹 日本実業出版社
がけっぷち上等！　なでしこは泣いて笑って強くなる 早草　紀子 集 英 社
北朝鮮14号管理所からの脱出 ブレイン・ハーデン 白 水 社
Q&A 児童虐待防止ハンドブック 児童虐待問題研究会 ぎょうせい
草木の種子と果実 誠文堂新光社
公的年金が当てにできない世代の ｢自分年金｣ のつくりかた 方波　見寧 日本経済新聞出版社
55歳からのフェイスブック入門 小川　和也 海 竜 社
これ1冊で完全理解 PC オーディオ 日経 BP 社
さようなら原発の決意 鎌田　　慧 創 森 社
証言 細野豪志　｢原発危機500日｣ の真実に鳥越俊太郎が迫る 講 談 社
職場の理不尽　めげないヒント45 新 潮 社
大名の家計簿　“崖っぷち”お殿様､ 逆転の財政改革 山下　昌也
小さな会社の生きる道。 中川　　淳
特別仕様車両「食堂車」 三宅　俊彦 講 談 社
名の明かされない女性への手紙 書肆亥工房
ならずものがやってくる＜ピュリッツァー賞受賞作＞ ジェニファー・イーガン 早川書房
なるほど図解著作権法のしくみ 奥田　百子 中央経済社
日本人の遺伝子 徳川　恒孝 PHP研究所
日本の美術館ベスト240完全案内 ぴ あ
認知症のベストアンサー 高橋智ほか 主婦と生活社
敗戦と戦後のあいだで　遅れて帰りし者たち 五十嵐恵邦 筑摩書房
花束作り基礎レッスン 橋口　　学 誠文堂新光社
ヒトはなぜ難産なのか　お産からみる人類進化 奈良　貴史 岩波書店
137億年の物語　宇宙が始まってから今日までの全歴史 クリストファー・ロイド 文芸春秋
震える学校　不信地獄の ｢いじめ社会｣ を打ち破るために 山脇由貴子 ポプラ社
米国の光と影と､ どうでもイイ話 向井万起男 朝日新聞出版
マル上司､ バツ上司　なぜ上司になると自分が見えなくなるのか 講 談 社
光圀伝 冲方　　丁 角川書店
めぐみと私の35年 横田早紀江 新 潮 社
やっぱり､ ただの歌詞じゃねえか､ こんなもん 桑田　佳祐 新 潮 社
ルパン、最後の恋 モーリス・ルブラン 早川書房
レトロ印刷の本 手 紙 社 グラフィック社

石原壮一郎
・岸良裕司

ロバート･
L･サットン

細野豪志 ･
鳥越俊太郎

アントワーヌ･ド･
サン=テグジュペリ

角川グループ
パブリッシング
阪急コミュニ
ケーションズ

鈴木　庸夫
・高橋　冬

こどもの本だなこどもの本
ほ ん

だな

２月９日（土）　10時10分〜10時30分
保護者の方もご一緒にどうぞ
図書館２階　おはなしのへやで

２・３さいのひとのための
えほんのへや

「うれしいさん　かなしいさん」
　朝おきると、お天気がよくてう
れしいさん。ころんでひざにけが
をしてかなしいさん。
　ページをめくるたびに、うれしく
なったり、かなしくなったりする楽
しい絵本。３・４才から。

「あたしって、しあわせ」
　７才の女の子ドゥンネは、いつ
もしあわせ。でも、親友のエッラ・
フリーダが引越してしまった日か
ら…。スウェーデンの心あたたま
るお話。小学校１・２年生から。

「ホビットの冒険」
　ホビット族の小人ビルボは、竜に
奪われた宝をとりもどす困難な旅に
でます。
　「指輪ものがたり」の、はじまり
の物語です！小学校５・６年生から

http://library.town.kawanishi.nara.jp
　図書館のホームページでは、蔵書の検索をはじめ、利用案内
や行事のお知らせ、図書館カレンダー等をご覧いただけます。

まつおかきょうこ　さく・え
東京子ども図書館

ローセ・ランゲルクランツ作
岩波書店

Ｊ . Ｒ . Ｒ . トールキン作
岩波書店
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情　報　ひ　ろ　ば
　

次
の
日
程
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
会
開
会　

３
月
11
日
（
月
）
10
時
〜

再
開　
　
　

３
月
19
日
（
火
）
14
時
〜　

　　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議
会
運
営

委
員
会
で
日
程
が
確
定
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
８
１

　

災
害
に
備
え
る
た
め
、
自
分
達
で
で
き

る
こ
と
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

機
会
と
し
て
、
3
町
合
同
で
左
記
の
と
お

り
防
災
講
話
を
開
催
し
ま
す
。
特
に
お
年

寄
り
の
方
や
体
の
不
自
由
な
方
対
象
に
防

災
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
磯
城
郡
内
に
お

住
ま
い
の
方
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す

日
時　

2
月
17
日
（
日
）
10
時
〜

場
所　

田
原
本
町
町
民
ホ
ー
ル

　
　
　
（
田
原
本
町
役
場
西
隣
）

内
容　

・
減
災
に
繋
げ
る
た
め
の
準
備

　
　
　

・
避
難
所
に
つ
い
て

　
　
　

・
避
難
す
る
際
に
注
意
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　
　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
１

　

観
世
流
発
祥
の
地
で
能
楽
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
？

第
１
部

　

能
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

�

川
西
小
学
校
児
童
有
志
・
結
崎
観
世
会

の
発
表

第
２
部

　

能
楽
師
に
よ
る
「
土
蜘
蛛
」

日
時　

２
月
10
日
（
日
）

開
演　

14
時
（
開
場
13
時
30
分
）

場
所　

川
西
文
化
会
館
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

川
西
文
化
会
館
事
務
局

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　

川
西
町
民
を
中
心
と
し
た
バ
ン
ド
が
一

堂
に
会
す
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
10
日
（
日
）

開
演　

14
時
（
開
場
13
時
30
分
）

場
所　

川
西
文
化
会
館
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル

入
場
無
料

問
い
合
わ
せ　

川
西
文
化
会
館
事
務
局　

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　

子
ど
も
の
各
教
室
生
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時　

3
月
3
日
（
日
）

開
演　

13
時
30
分
（
開
場
13
時
）

場
所　

川
西
文
化
会
館
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル

入
場
無
料

内�

容　

子
ど
も
講
座
・
ダ
ン
ス
教
室
の
発

表
出�

演
予
定　

子
ど
も
お
琴
教
室
、
子
ど
も

和
太
鼓
講
座
、
少
年
少
女
合
唱
団
、
ス

マ
イ
ル
川
西
、
ダ
ン
ス
教
室

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　

１
月
４
日
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桜
井
に
マ

ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
子
育
て
し
な
が
ら
働
き
た
い
方
を
応

援
・
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

・�

専
用
ス
ペ
ー
ス
で
気
が
ね
な
く
お
子
様

と
一
緒
に
相
談
で
き
ま
す
。

・�
予
約
制
・
担
当
者
制
で
じ
っ
く
り
と
相

談
で
き
ま
す
。

・�

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
や
授
乳
室
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桜
井

　

☎
０
７
４
４（
45
）０
１
１
２

輝
け
あ
な
た
が
ス
タ
ー

第
８
回
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

災
害
時
要
援
護
者
対
象
「
磯
城
郡

防
災
講
話
」
を
開
催
し
ま
す

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
の
予
定

結
崎
Ｄ
Ｅ
能（
世
阿
弥
生
誕
６
５
０

年
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
）
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２
月
の
町
民
開
放
日
（
中
央
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
）は
、２
月
９
日（
土
）で
す
。（
対

象
者
は
川
西
町
在
住
、
在
勤
者
）

　

自
衛
消
防
隊
の
育
成
強
化
及
び
隊
員
の

消
火
技
術
の
向
上
並
び
に
迅
速
、
的
確
な

初
期
消
火
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
、
自

衛
消
防
隊
消
火
競
技
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

日�
時　

３
月
12
日
（
火
）
９
時
30
分
〜
小

雨
決
行
＊
雨
天
の
場
合
は
３
月
13
日

（
水
）

場
所
（
予
定
）
天
理
市
川
原
城
町

　

�

天
理
総
合
駅
前　

天
理
教
西
１
駐
車
場

競
技
種
別
及
び
予
定
出
場
隊
数

・�

屋
内
消
火
栓
操
作
の
部　

10
隊
程
度（
１

隊
３
名
）

・�

消
火
バ
ケ
ツ
操
作
の
部　

10
隊
程
度（
１

隊
３
名
女
性
の
み
）

受�

付
期
間　

２
月
４
日（
月
）〜
15
日（
金
）

ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

�

山
辺
広
域
行
政
事
務
組
合

　

消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
７
４
３（
62
）９
１
１
９

第
２
回
「
奈
良
食
祭
２
０
１
３
」

　

奈
良
の
食
材
を
使
っ
た
、
奈
良
な
ら
で

は
の
美
味
い
も
の
約
60
店
が
勢
ぞ
ろ
い
各

店
自
慢
の
味
Ｎ
Ｏ
１
や
、
１
コ
イ
ン
弁
当

な
ど
、
各
店
の
う
ま
い
も
の
が
競
い
あ
い

ま
す
。

日�

時　

３
月
８
日
（
金
）
〜
10
日
（
日
）

10
時
〜
16
時
（
朝
市
は
９
時
〜
）

場
所　

橿
原
公
苑
北
駐
車
場

内�

容　

・
奈
良
県
内
の
約
60
店
が
出
店
、

自
慢
の
味
を
競
い
ま
す
・
ス
テ
ー
ジ
で

は
新
し
い
「
せ
ん
と
く
ん
」
の
登
場
を

は
じ
め
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広

場
で
は
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
も
開
催
し

ま
す

　

�　

食
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
奈
良

食
祭
」
是
非
お
揃
い
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

　

奈
良
元
気
も
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　

☎
０
７
４
２（
24
）７
７
７
０

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
る
ご
と
、
ま
ん
ぷ
く
、
大
満
足

川西文化会館　２月・３月の催し物（イベントインフォメーション）
日／曜日 イベント名 施　設 開　演 入場方法 主　催　者

２月４日（月） 高齢者教室 けやきホール 13：30 無　料 教育委員会

２月10日（日） 結崎 DE 能 コスモスホール 14：00 前500円
当600円 川西文化会館

３月３日（日） 子どもフェスティバル2013 コスモスホール 13：30 無　料 川西町青少年
健全育成協議会

３月10日（日） 第８回バンドフェスティバル コスモスホール 14：00 無　料 川西文化会館

３月31日（日） 町民劇団コスモス特別公演
「おいでやす物語」 コスモスホール 14：00 前1,000円

当1,500円 町民劇団コスモス

第
35
回
自
衛
消
防
隊
消
火
競
技
大
会

出
場
事
業
所
募
集

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
2
月
28
日
ま
で
。
資
料
を

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２（
20
）７
８
７
０

　

五
穀
豊
穣
と
安
産
を
祈
願
す
る
目
的
と

す
る
祭
り
で
、
起
源
は
藤
原
時
代(

今
か

ら
約
１
０
０
０
年
前)

と
さ
れ
て
い
ま

す
。当
日
は
六
種
の
田
に
関
わ
る
所
作
と
、

妊
婦
の
弁
当
運
び
と
安
産
の
神
事
及
び
種

蒔
き
の
神
事
の
順
に
演
じ
ら
れ
ま
す
。
平

成
18
年
に
は
所
作
や
台
詞
か
ら
古
風
な
様

式
が
認
め
ら
れ
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
昔
の
風
俗
や
文
化
を
見
学
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日　

時　

２
月
11
日
（
月
）　

18
時
～

場　

所　

六
県
神
社
境
内

　
　
　
　

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　

保
田
自
治
会（
森
本
ま
で
）

　

☎
０
７
４
５（
44
）０
０
３
８

放
送
大
学
４
月
生
募
集

子
出
来
お
ん
だ
祭
り

〈昨年の様子〉
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下
水
道
は
正
し
く
使
用
し
な
い
と
下
水

道
管
が
詰
ま
る
な
ど
、
近
隣
住
民
の
生
活

に
支
障
が
出
ま
す
の
で
左
記
の
事
項
を
必

ず
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

・�
調
理
用
油
や
野
菜
く
ず
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

�

調
理
用
油
や
野
菜
く
ず
は
、
下
水
道
管

の
詰
ま
り
や
汚
水
処
理
を
妨
げ
る
原
因

の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
古
い
油
や
残
っ

た
油
な
ど
は
新
聞
紙
な
ど
で
吸
い
取

り
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。
野
菜
く
ず
な
ど
は
、
排
水
口

に
ネ
ッ
ト
を
取
り
付
け
る
な
ど
し
て
回

収
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

�

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
紙
お
む
つ
な

ど
の
衛
生
用
品
の
多
く
は
、
水
に
溶
け

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
ト
イ
レ
に
流
す
と

ト
イ
レ
や
下
水
道
管
の
詰
ま
り
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
部
上
下
水
道
課

　

☎
０
７
４
５（
43
）０
３
３
１

	　

上
下
水
道
料
金
を
納
付
書
で
納
付
さ
れ

て
い
る
方
は
、
12
月
分
か
ら
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

納
付
で
き
る
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
金
融
機
関

　

・
南
都
銀
行

　

・
奈
良
中
央
信
用
金
庫

　

・
奈
良
県
農
業
協
同
組
合

　

・�

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
（
近
畿
2

府
４
県
）

　

・
り
そ
な
銀
行

　

・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

○
川
西
町
役
場
（
南
都
銀
行
派
出
窓
口
）

○�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
全
国
の
各

店
舗
）

問
い
合
わ
せ　

水
道
部
上
下
水
道
課

　

☎
０
７
４
５（
43
）０
３
３
１

　

広
報
川
西
で
は
広
報
に
掲
載
し
て
い
た

だ
け
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
１

下
水
道
は
適
正
な
使
用
を
！

上
下
水
道
料
金
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付

が
ス
タ
ー
ト

排水口にはネットの取付を

 

広
報
川
西
へ
広
告
を
掲
載
し
ま
せ

ん
か
？
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まちのアルバム 川西の出来事

ボーイスカウト年末募金活動

　12月下旬の厳しい寒さの中、スーパーおくやま結崎
店等でボーイスカウト磯城第一団の方々が、募金活動
を行いました。12月25日には、川西町役場へ募金を届
けていただきました。

子ども駅伝大会に出場します！

　第８回市町村対抗子ども駅伝大会予選会を12月１日
（土）に行い、男女12名が町代表として選出されました。
３月２日（土）馬見丘陵公園で開催される本大会に、
元気いっぱい参加できるよう頑張りますので、応援よ
ろしくお願いします。
【男子メンバー】①生島大己（６年）②　桒原龍生（６年）
③田北航一朗（６年）④巽悠貴（５年）⑤松村勇佑（６年）
⑥宮﨑仁斗（６年）【女子メンバー】⑦芹川美月（６年）
⑧高橋咲衣（６年）⑨中谷彩乃（６年）⑩原田優衣奈（６年）
⑪風呂谷茉優（６年）⑫丸谷麻友（６年）選手は全て川西小学校

走ろう、観世の里

　１月20日、NPO法人川西スポーツクラブ主催の第1回川西町マラソン2013
が開催されました。大会には地元や遠方から468名が参加しました。ランナー
は沿道からの応援を受け川西町を気持ちよく駆けぬけました。会場には結崎ネ
ブカ入りのネギライ汁などの模擬店も出展され、おおいに盛り上がりました。

①10キロコーススタート地点。②ゲストラ
ンナーのタイタス・キハラ選手と吉川俊子
選手。③和太鼓による応援。④ネギライ汁
ご馳走様でした。

①

②

③

④
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人　口／8 , 8 7 5人
　　男　4 , 3 0 9人
　　女　4 , 5 6 6人
世帯数／3 , 4 6 6世帯
（平成25年１月１日現在）

■
広
報
川
西
　
第
517号

　
平
成
25年

２
月
１
日
発
行
　
■
発
行
　
奈
良
県
川
西
町
　
■
編
集
　
川
西
町
役
場
総
務
部
総
務
課
/奈
良
県
磯
城
郡
川
西
町
大
字
結
崎
28―1　

☎
0745―44―2211　

■
橋
本
印
刷
株
式
会
社

編集後記
　皆さんもお気づきと思いますが、今月号には「綴じ穴」がありません。広報には皆
さんの写真をたくさん掲載したいと思っています。しかし、皆さんの顔の部分が「綴
じ穴」と重なり載せられなくなることもあります。そこで今月号から「綴じ穴」はや
めることとしました。ご不便をおかけしますが、ご理解よろしくお願いします。

竹
たけしたきみ
下公登

と
くん（右）、輝

てる
紀
き
くん（左）

　３人そろってハイチーズ。やんちゃな
てるてるぼうずを囲んでいつまでも元気
で仲良くね。

　今月は、ブロッコリーのレシピを紹介します。
　ブロッコリーにはビタミンＣが多く含まれ、が
ん予防や風邪予防、美容にも効果的です。
　また、ビタミンの一種である葉酸が他の食材に
比べ非常に多く含まれます。葉酸は、細胞分裂す
る時や赤血球が増殖する時に必要不可欠なビタミ
ンで、貧血予防、動脈硬化の予防効果があります。
　ブロッコリーは、つぼみの部分を切り取って食
べるのが一般的ですが、茎の部分にも栄養がたく
さん含まれていますので、捨てずに食べてくださ
いね。

〜健康かわにし21〜

ブロッコリーのオイスターソースがけ

材料（４人分）

作り方
❶�　ブロッコリーは小房に分け、塩ゆでし、ザル
にあける。
❷�　フライパンにごま油を熱し、にんにく、しょ
うがを炒め、調味料◆を入れる。最後に水溶き
片栗粉◇を入れ、とろみがついたら火を止める。
❸　ブロッコリーを皿に盛り、上から❷をかける。

１人分エネルギー ･･････　58 kcal

おいしくごはんを食べよう

今月の表紙
　今月の表紙は成人
式です。会場は懐か
しい友や恩師との再
会に歓喜の声であふ
れていました。皆さ
ん笑顔をありがとう
ございました。

生
いくせ
勢結

ゆた か
敬くん（右）、敬

たか と
翔くん（左）

　けんかばかりですが、仲良くしてね。

FINE　SMILE ☆ 募集中！
申込は総務課まで

☎０７４５‒ ４４‒ ２２１１

ブロッコリー200ｇ、にんにくみじん切り小さじ１
しょうがみじん切り小さじ１、ごま油大さじ１
◆酒大さじ１／２、◆オイスターソース大さじ１／２
◆しょうゆ大さじ１／２、◆スープ（中華）大さじ２
◆砂糖小さじ１／２、
◇片栗粉小さじ１／２、◇水小さじ１

FINE　SMILE 


